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倉敷天文憂逼信
倉　　敷 荒　　木　　健　　児
　塁長が多V・ので世界に有名？な倉敷天文
塁iで私は「臨時i塁長」の名構を頂戴してゐ
ます．
　所謂「民衆天丈墓」として多くの参襯者に
接してゐますと，いろいろ世相がわかって
参ります，そして考へさせられます．
　第一には，一般民衆に天丈學的常識の殆
んどな）・とでもいひたいことで，田舎の善
男善女は「天文毫の拝襯をした）・から」と
言って來ます・彼等はまるで望遠鏡を「お
寺の劇物」位に考へてるるのでせう・これ
等の人々を導くのも私の尊）・一つの仕事で
す．
　熟心な（悪くいへば私には非常に迷惑の
こともありますが）面訴者は月や星を見た
いために夜にまでもおそって來ます・「先
生！！木星が見えぬやうになりました！」のさ
げびに驚かされます・；地球の自記といふ事
實をよく知って居りながら，それ，が童心鏡
の観野のなかにあらはれてみることに氣つ
かないのですね。
　多くの星の友から天：文に給する窩眞を迭
って頂くことを感謝してゐます・これ等で
アルバムをつくりたいと思ひますから，今
後もドシドシ御自慢の望蓮鏡や御手すさび
の天騰の爲眞，その他観測者の面影などを
頂きたいものです・
　幅員の來訪ぼど嬉し）・ことはありませ
ん・倉敷の會員吉澤君とは度々會ひます
が，その他これまでに長谷，東，稻葉，沖，
宮本の諸君が訪ねて下さ）・ました・今後は
一層多くの會員諸君の度々の御來訪を歓迎
します・私はいつも差支ないものと考へて
るて下さい・時には私の観測をサボツテで
も獣毛痛論します・
　里長，勘手，書記，小使を一手に引受け
てゐます．そして天上の愛人としっかにさ
さやき合ってみる生活は面白Lt・ものです．
　）・らぬことばかり書きならべましたが，
來月からは少し氣のき）・た材料により改め
て御目にかNりませ・う．（1931年4月27B稿）
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最下段
L天　界1前號の正誤
（誤）
シールト
（第三回）
L片が降りてみた時．
力學船
引上げるやうにのY片
シンクロノ1ム會
　　　　（正）
ショート
（第三圖）
L片が降りた時・
機構上
引上げるやうに「Y片
シンクロノ1ム會杜
？56
編輯室　よ　リ
　かねての御約束の如く，今年のL夏のグラフイク1號としての天界をこ
Sに御眼にかける．編輯室には，いろ々々の原稿が山積してみて，此のグ
ラフイクに，Lあれを載せようか？］しこれを出さうか？1と，苦心して見ナこ
が，とう々々今度は，夏の夜の已み物にふさはしいものとの目的で，L月1
のナこめに大部分を献げることにしテこ，見給へ，巻頭のL月1の爲眞のパレ1
ドを！1此の十七枚のL月の爲眞1は，中村要氏が花山の三十センチで，
ちか篇しに撮ったもので，これほどの見事な一揃ひは，國内にも國外にも，
例のない珍品である．
　次ぎに，又，珍らしい天保時代のL太陰之圖］を御眼にかける．今から百
年も以前の閉幕時代に，我が國で此れほどの精密な観察が行はれ，しかも
其れが庇の如き完全な形に於いて保存されてみるとは，驚くの外は無い．
之れを本誌に獲表し得たのは非常な光榮であると共に，此の原圖を御親切
にも途って卜いナこ熊本の池田氏に満腔の感謝をさ・げたい．
　本山翁が花山へ來られて，豪華なしお月見1をされナこのは昨年の十月目あ
っナこ．もはや其れから満一ケ年に近い．こ・に其の時の記念爲眞を添へる．
クックの三十センチで・遠い井々月世界を探るべく，観測用の階段へ高く
よぢ登られて，群れを忘れてゐられる有様である．傍に立って，月世界の
案内をしてゐられるのは，言ふまでもなく我が山本博士である．
　次ぎの八月號からは又，普通の編輯で，興味と新鮮の記事を満載する．
會員諸氏より，ひろく原稿を募る．但し毎月の〆切は月末である．
新興員を募る・
新會員の紹介を希望す・
會員の縮籔が＝千名になるまで・前途は未だ還い！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　天　　女　　同　　好　　會
